
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解説） 

  せっかく学んだ知識も、それを活用する意識がなければ絵に描いた餅です。 

  同様に、不祥事を自分事と捉える「当事者意識」がなければ、不祥事防止研修で学んだ

ことを、必要な場面で生かすことができません。 

  誰にでも不祥事を起こしてしまう可能性はあります。その認識を前提に、まずは自分が

不祥事を起こさないためにはどうすべきか、不祥事を自分事として捉え、真剣に考える必

要があります。 

  さらに、自分の職場で不祥事を起こさせないためにはどうすべきか、これも大切な当事

者意識です。特に管理職は、不祥事を職場のリスクマネジメントの問題と捉え、不祥事を

起こさせない職場環境を作ることが求められています。 

  仕事に対する使命感や誇りを持つ私たちは、同じ教職員の不祥事のニュースに怒りを覚

えますが、そのニュースは不祥事を自分事として考えるきっかけにもなるはずです。 
 

  

 

  

不祥事を自分事として捉える ～２つの当事者意識～ 

不祥事防止について語ると出てくる「当事者意識」という言葉。私たちは、不祥事に対し

てどのような当事者意識を持つべきなのでしょうか。また、そのような当事者意識を持つ

には、何をすればよいのでしょうか。 

職場ではこれだけ不祥事防止研修をやっているのに、それでも不

祥事を起こす人は「当事者意識」が足りないよ！ 

でも、正直に言うと、私も「不祥事を起こす人はごく一部の人だ

から、不祥事防止は自分には関係ない話だ」って思っていたかも。 

以前は自分も同じように思っていたけど、「魔が差したのかな？」

っていう事件もあって、考えさせられたんだ…。 

確かに、最初から悪いことをしてやろうと思う人はそうそういな

いはずだよね。何とかその過ちを止められないかな。 

 

きっと、それも大切な「当事者意識」だね！ 

 □ あなたが不祥事を起こさないように気をつけている不祥事はどのようなものですか 

 □ 職場で起きる可能性がある不祥事は、どのようなものが考えられますか 

 誇りを胸に 

考えてみよう 
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◆ 身近な不祥事の事例を紹介  
 
 次の事例は、他団体の公務員が起こした不祥事です。 

 いずれも報道発表されており、今もホームページなどでその内容を確認できます。 
  

電車で帰れず放置自転車を無断使用 職員２人減給処分 

 帰宅途中に路上にあった他人の自転車を使ったとして、下水道局の職員２人を減給の懲戒処分にし

た。飲酒して電車内で寝過ごして電車で帰宅できなくなり、無施錠の放置自転車に乗って帰宅中に、

警察官に呼び止められた。いずれも占有離脱物横領容疑で書類送検され、不起訴処分になった。 
 

市職員がバーゲン品値札すり替えで逮捕  

 デパートのバーゲン会場で衣類の値札１万８９００円を２０００円にすり替えたとして、警察が詐

欺容疑で、市環境局の女性職員を現行犯逮捕した。 
 

通勤手当を 24年間で 318万円不正受給 

 監査事務局は３日、同局の職員が、24年間にわたって通勤手当計 318万円を不正受給していたと発

表。同局によると、職員は通勤経路のうち、自宅から最寄り駅までの移動を「バス通勤」と届け出て、

月におよそ１万円の通勤手当を受給していた。 

 

 

 

「性弱説」という考え方 
 
 「人は本来善人なのだから基本的には悪さをしない」という前提に立っていては、不祥事を防ぐこ

とはできません。しかし、「人はもともと悪さをするもの」という前提に立つのは、誰かを疑い続ける

ようで気分が晴れないものです。 

 そこで、「人というのは弱いものだ」という前提に立ってはどうでしょうか。性善説でも性悪説でも

ない、いわば「性弱説」の考え方です。 

 多くの人は、悪さなどする気は毛頭ないし、間違っても不祥事を起こすはずはないと考えているは

ずです。しかし、何かの拍子や、勇気がなくてとか、勘違いでとか、うっかりマイナスの行動をとっ

てしまうことを、絶対にないと言い切れる人はいるのでしょうか。 

 京セラ創業者の稲盛和夫は「人間は弱いものだ。だから罪を作らせない仕組みを作ることが人を守

ることになる」と言いました。コンプライアンスのルールや研修は、元々弱い人間が不祥事を起こし

てしまうことから守るものでもあるのです。 

 
 

 

「想像力」と「観察力」 
 
不祥事の中には、「まさか、あの人がそのような不祥事をするなんて信じられない…」「みんなの中

心になって頑張っていた人なのに…」と評される職員が起こしてしまう事案もあります。 

しかし、事故者や管理職に事実関係の聞き取りをすると、実は家庭の事情に関する悩みがあった、

周囲に期待されていた仕事にプレッシャーを感じていたなど、何らかの満たされない思いやストレス

を抱えていた状況が見てくることもあります。 

頼りになる、中心で頑張っている職員に対しては「大丈夫」だと思いがちですが、「もしかすると実

はつらいこともあるのでは」と想像力を持って、表情や仕草、ちょっとした言動や周囲との会話の様

子など、一人一人の職員を良く観察する姿勢が管理職には必要です。 
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